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上
海
に
張
洹
と
い
う
収
蔵
家
が
い
て
、
年
紀
の
入
っ
た
北
魏
石
床
そ
の
他
を
所

蔵
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
未
だ
世
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
誰
か
信
頼
の
出
来

る
研
究
者
を
捜
し
て
い
る
の
で
、
私
を
紹
介
し
て
く
れ
た
と
い
う
連
絡
メ
ー
ル
を
、

呉
強
華
氏
か
ら
受
け
取
っ
た
の
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
二
十
九
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

有
難
い
こ
と
に
呉
氏
同
道
の
許
、
上
海
の
張
洹
氏
に
会
え
た
の
は
、
そ
の
年
の
九

月
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
一
寸
見
る
こ
と
の
な
い
工
房
を
案
内
さ
れ
、
外
な
ら
ぬ

張
洹
氏
が
世
界
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
も
そ
の
時
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
張
洹
氏
の
所
蔵
品
は
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
田
阿
赦
石
床
を
含
む
北
魏

石
床
二
点
及
び
、
金
明
昌
二
（
一
一
九
一
）
年
石
床
を
始
め
と
す
る
、
何
点
も
の

二
十
四
孝
を
描
い
た
宋
代
遺
品
は
、
極
め
て
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
っ
て
、

　

小
稿
は
、
上
海
の
張
洹
氏
蔵
に
掛
る
、
新
出
の
北
魏
孝
昌
三
（
五
二
七
）

年
田
阿
赦
石
床
を
拓
本
に
よ
っ
て
紹
介
し
、
さ
ら
に
そ
の
囲
屛
に
描
か
れ
て

い
る
、
孝
子
伝
図
（
原
谷
3
、
蔡
順
1
、
郭
巨
2
図
）
を
、
図
像
学
的
に
解

説
し
よ
う
と
す
る
。
本
石
床
は
、
世
界
的
に
有
名
な
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北

魏
石
室
と
同
じ
年
紀
を
有
す
る
貴
重
な
も
の
で
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術

館
蔵
正
光
五
（
五
二
四
）
年
匡
僧
安
石
床
に
次
ぐ
位
置
に
あ
っ
て
、
例
え
ば

こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
、
原
谷
の
三
連
図
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
孝

子
伝
図
研
究
上
の
一
級
資
料
と
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
不
思
議
な
こ

と
に
、
今
ま
で
世
に
出
た
こ
と
が
な
い
。
張
洹
氏
の
御
好
意
に
よ
り
、
そ
の

全
貌
を
本
誌
上
に
報
告
し
よ
う
と
思
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

�

張
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氏
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三
年
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張
洹
氏
蔵
北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

一
四

特
に
後
者
は
、
今
後
の
精
査
を
必
要
と
す
る
。
さ
て
、
二
点
の
北
魏
石
床
は
そ
の

時
、
言
わ
ば
ベ
ン
チ
の
型
に
復
元
さ
れ
、
そ
の
四
枚
の
囲
屛
部
に
描
か
れ
た
、
一

図
ず
つ
の
写
真
撮
影
は
、
殆
ど
不
可
能
と
思
わ
れ
た
の
で
、
二
組
の
囲
屛
を
一
枚

ず
つ
に
分
解
す
る
よ
う
に
頼
ん
で
み
た
所
（
博
物
館
や
美
術
館
な
ど
の
所
蔵
品
の

場
合
、
そ
ん
な
こ
と
は
ま
ず
無
理
で
あ
る
）、
早
速
何
人
も
の
人
手
を
掛
け
て
、

そ
れ
ら
の
撮
影
を
可
能
に
し
て
貰
え
た
の
は
、
本
当
に
有
難
か
っ
た
。
そ
の
折
の

成
果
は
、
翌
年
三
月
の
拙
稿
「
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
に
っ
い
て
─
付�

張
洹
氏
蔵

北
魏
石
床
二
種
─
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
104
）
の
巻
頭
図
版
に
、
二
種
計

八
枚
の
囲
屛
写
真
（
立
松
洋
行
氏
の
撮
影
に
拠
る
）
を
紹
介
し
、
新
出
の
石
床
二

種
の
概
要
を
報
告
す
る
こ
と
が
出
来
た）1
（

。
そ
れ
に
し
て
も
、
北
魏
の
石
床
は
、
細

い
線
を
輪
郭
と
す
る
、
ご
く
浅
い
レ
リ
ー
フ
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
石
面
の

状
態
に
よ
っ
て
は
、
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
全
く
看
取
れ
な
い
こ
と
も
屢
々
で
、

張
洹
氏
の
二
石
床
は
、
保
存
は
良
か
っ
た
が
、
原
石
の
写
真
で
ど
れ
位
、
表
現
内

容
が
再
現
出
来
る
か
非
常
に
心
配
に
な
っ
た
の
で
（
幸
い
な
こ
と
に
上
記
拙
稿
の

写
真
は
、
立
松
氏
が
最
善
を
尽
く
し
て
見
易
く
調
整
し
て
く
れ
た
）、
当
日
夕
刻

の
歓
迎
宴
の
折
、
所
蔵
石
床
の
学
術
研
究
の
た
め
に
是
非
、
拓
本
を
作
ら
れ
る
よ

う
に
進
言
し
た
。
そ
の
こ
と
が
す
ぐ
に
叶
う
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
が
、
二

箇
月
を
待
た
ず
十
一
月
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
石
床
の
拓
本
の
精
細
な
デ
ー
タ
が

届
い
た
こ
と
に
は
、
本
当
に
驚
か
さ
れ
た
。
小
稿
は
改
め
て
、
そ
の
拓
本
を
用
い
、

張
洹
氏
の
所
蔵
さ
れ
る
二
種
の
北
魏
石
床
の
内
、
孝
昌
三
（
五
二
七
）
年
田
阿
赦

石
床
を
紹
介
し
、
そ
の
囲
屛
の
図
像
内
容
を
報
告
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

（
も
う
一
つ
の
石
床
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
）、
二
石
床

の
原
石
写
真
（
上
記
拙
稿
巻
頭
図
版
）
を
併
せ
参
照
願
い
た
い
。

　

ま
ず
巻
頭
の
折
込
図
版
一
─
四
は
、
当
該
石
床
の
囲
屛
四
面
の
図
像
内
容
を
、

拓
本
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る）2
（

。
ま
た
、
続
く
図
版
五
─
八
は
、
同
年
の
十

一
月
、
洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院
、
史
家
珍
院
長
の
好
意
に
よ
り
調
査
、
撮
影
を

許
さ
れ
た
同
院
蔵
、
北
魏
永
安
元
（
五
二
八
）
年
曹
連
石
棺
の
右
、
左
幫
中
央
下

部
に
描
か
れ
た
、
四
つ
の
孝
子
伝
図
（
6
原
谷
〈
右
幫
左
。
榜
題
「
子（
孝
）孫

原
穀
」〉、

11
蔡
順
〈
同
右
。
榜
題
「
孝
子
蔡
順
」〉、
4
韓
伯
瑜
〈
左
幫
右
、
榜
題
「
孝
子
韓

伯
余（
瑜
）」〉、
5
郭
巨
〈
同
左
。
榜
題
「
孝
子
郭
巨
」〉）
の
原
石
写
真
を
併
せ
て
紹
介

し
た
も
の
で
あ
る
（
立
松
洋
行
氏
撮
影
）。
同
石
棺
は
、『
洛
陽
北
魏
曹
連
石
棺

墓
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
。
図
35
、
図
36
、
図
43
、
図
44
に
拓
本
図
像

が
載
る
）
に
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
当
該
石
棺
の
こ
と

は
、
別
途
紹
介
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
本
石
床
の
作
ら
れ
た
翌
年
（
永
安
元
年
は
、

孝
昌
四
年
に
当
た
る
）
に
製
作
さ
れ
、
し
か
も
四
つ
の
孝
子
伝
図
の
内
の
三
つ
が
、

本
石
床
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
併
せ
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
て
、

本
石
床
は
、
囲
屛
四
面
の
外
、
脚
部
一
式
と
石
關
二
点
な
ど
を
完
備
し
て
い
る

（
図
一
。
但
し
、
図
一
の
写
真
か
ら
は
、
床
部
の
石
板
が
取
り
除
か
れ
て
い
る
）。

本
石
床
の
法
量
概
要
は
、
幅
が
二
一
六
・
〇
糎
、
高
さ
が
九
三
・
〇
糎
（
石
闕
は

そ
れ
よ
り
二
─
四
糎
弱
高
い
）、
奥
行
が
一
〇
七
・
〇
糎
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
四
面
の
囲
屛
（
図
版
一
─
四
）
の
法
量
を
記
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

右
側
板

─
縦
四
二
・
〇
糎
、
横
一
〇
六
・
八
糎
、
厚
六
・
〇
─
六
・
三
糎

　
　

正
面
右
板
─
縦
四
一
・
二
、
横
九
二
・
三
、
厚
五
・
五

　
　

正
面
左
板
─
縦
四
一
・
二
、
横
九
九
・
八
、
厚
四
・
〇
─
七
・
七

　
　

左
側
板

─
縦
四
二
・
〇
、
横
一
〇
七
・
〇
、
厚
六
・
三

本
石
床
に
は
石
闕
が
二
、
具
わ
っ
て
い
る
が
（
右
は
、
高
四
三
・
五
糎
、
左
は
高
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一
五

四
三
・
五
糎
）、
両
闕
の
向
き
合
う
側
面
に
は
、
二
人
の
武
士
の
レ
リ
ー
フ
が
彫

り
出
さ
れ
（
図
二
）、
本
石
床
の
作
り
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
高
さ
を
示
す
と
同
時
に
後

述
、
正
面
左
板
右
の
女
性
墓
主
像
だ
け
が
レ
リ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
の
関

連
で
（
図
版
三
右
ま
た
、
後
掲
図
五
参
照
）、
注
目
す
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

本
石
床
は
、
墓
誌
を
伴
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
前
脚

部
の
中
央
に
貴
重
な
誌
文
が
残
さ
れ
て
い
て
、
本
石
床
の
制
作
年
代
が
判
明
す
る
。

図
三
は
、
本
石
床
前
脚
部
の
前
面
を
拓
本
に
よ
っ
て
掲
げ
た
も
の
で
、
中
央
の
足

の
上
に
、
件
の
誌
文
の
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
図
四
は
、

そ
の
誌
文
の
部
分
を
、
原
石
の
写
真
に
よ
り
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
誌
文
は
、
次
の
よ
う
に
判
読
さ
れ
る
。

　
　

青
州
平
原
郡
郎

　
　

鄒
県
田
阿
赦
寄

　
　

居
司
州
河
南
郡

　
　

河
陰
県
神
亀
元

　
　

年
旨
除
首
陽
県

　
　

令
至
孝
昌
二
年

　
　

復
除
青
州
高
密

　
　

郡
太
守
至
孝
昌

　
　

三
年
中
還
京
喪

　
　

於
家
若
後
人
得

　
　

者
為
造
福
用

　
　

大
魏
孝
昌
三
年

　
　

歳
次
丁
未
十
二

　
　

月
庚
寅
朔
七
日

　
　

丙
申

右
記
を
読
み
易
く
し
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

青
州
平
原
郡
郎
鄒
県
田
阿
赦
、
寄
居
司
州
河
南
郡
河
陰
県
。
神
亀
元
年
、
旨

除
首
陽
県
令
。
至
孝
昌
二
年
、
復
除
青
州
高
密
郡
太
守
。
至
孝
昌
三
年
中
、

還
京
喪
於
家
。
若
後
人
得
者
、
為
造
福
用
。

　

大
魏
孝
昌
三
年
歳
次
丁
未
十
二
月
庚
寅
朔
七
日
丙
申

そ
れ
を
見
る
と
、
本
石
床
は
、
北
魏
孝
昌
三
（
五
二
七
）
年
に
造
ら
れ
た
、
田
阿

図一　張洹氏蔵北魏孝昌三年田阿赦石床

図二　石關のレリーフ



張
洹
氏
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北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

一
六

赦
と
い
う
人
物
の
墓
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
田
阿
赦
は
、
成
書
に
そ

の
名
を
見
ぬ
如
く
、
誌
文
に
よ
れ
ば
、
山
東
省

の
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
青
州
平
原
郡
は
、
山

東
省
平
原
県
。
郎
鄒
県
、
未
詳
）。
司
州
河
南

郡
河
陰
県
（
河
南
省
孟
津
県
東
。
平
陰
故
城
）

に
仮
り
住
居
し
、
神
亀
元
（
五
一
八
）
年
、
勅

命
に
よ
っ
て
首
陽
県
令
（
首
陽
県
は
、
甘
粛
省

渭
源
県
）
と
な
り
、
亡
く
な
る
年
の
前
年
、
孝

昌
二
（
五
二
六
）
年
に
青
州
高
密
郡
の
太
守
（
長
官
）
と
な
っ
た
が
、

お
そ
ら
く
病
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
翌
年
に
は
洛
陽
の
家
に
帰
っ
て
亡

く
な
っ
た
。
墓
は
、
同
年
の
十
二
月
七
日
に
完
成
し
た
と
あ
る
。
本

石
床
に
は
後
述
、
三
人
の
孝
子
伝
図
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
孝
昌
三

年
と
言
え
ば
、
や
は
り
四
人
の
孝
子
伝
図
を
描
い
た
、
世
界
的
に
そ

の
名
の
知
ら
れ
る
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
（
寧
懋
石
室
）

が
同
年
に
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
新
出
の

本
石
床
の
学
術
的
価
値
の
高
い
こ
と
が
推
し
量
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
石
床
の
図
像
内
容
は
、
向
か
っ
て
中
央
に
墓
主
夫
妻
（
図
版
二

左
、
図
版
三
右
）、
そ
の
両
脇
の
画
面
に
馬
（
図
版
二
中
）、
牛
（
図

版
三
中
）
を
描
く
点
、
北
魏
石
床
の
通
例
に
従
い）4
（

、
正
面
右
、
左
板

に
お
け
る
そ
の
他
の
人
物
達
は
、
侍
者
（
侍
女
）
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
れ
に
対
し
、
残
る
右
、
左
の
二
側
板
が
全
て
孝
子
伝
図
で
占
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。
中
で
、
本
石
床
の
特
異
な
点
と
し

て
、
先
に
触
れ
た
正
面
左
板
、
右
端
の
人
物
像
即
ち
、
女
性
墓
主
像
を
線
刻
、
ご

く
浅
い
レ
リ
ー
フ
と
す
る
の
で
は
な
く
、
深
い
レ
リ
ー
フ
つ
ま
り
、
レ
リ
ー
フ
そ

の
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
図
五
は
、
本
石
床
正
面
左
板
の
原
石

写
真
を
掲
げ
た
も
の
で
、
そ
の
右
端
が
女
性
墓
主
像
の
レ
リ
ー
フ
で
あ
る
。
こ
の

点
は
、
非
常
に
特
異
で
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い

（
前
脚
部
の
誌
文
〈
図
四
〉
も
同
じ
）。
正
面
左
半
を
横
か
ら
見
る
と
、
女
性
墓

主
像
の
レ
リ
ー
フ
は
、
残
り
の
左
の
平
面
よ
り
五
粍
以
上
高
い
の
も
驚
き
で
、
始

め
か
ら
レ
リ
ー
フ
の
部
分
だ
け
整
板
せ
ず
に
原
石
を
残
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
こ
と
は
、
本
石
床
の
謎
で
あ
っ
て
、
大
方
の
教
示
を
乞
い
た
く
思
う
。
強
い

図四　前脚部誌文

図三　本石床前脚部
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一
七

て
想
像
を
巡
ら
せ
る
な
ら
、
亡
き
女
性
墓
主
へ
の
殊
更
に
強
い
思
慕
の

念
を
表
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

二

　

張
洹
氏
蔵
北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦
石
床
の
図
像
内
容
を
、
概
念
図
化

し
て
示
せ
ば
、
図
六
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
図
六
を
見
る
と
、
本

石
床
は
、
囲
屛
四
枚
を
各
三
画
面
に
区
切
っ
て
、
正
面
右
板
と
左
板
を

墓
主
関
連
の
図
像
に
当
て
、
右
側
板
と
左
側
板
と
の
計
六
画
面
を
全
て
、

孝
子
伝
図
に
当
て
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
孝
子
伝
図
の
内
容
は
、

　
　

6
原
谷
⑴

　
　
　
　
　

⑵

　
　
　
　
　

⑶
（
右
側
板
）

　
　

11
蔡
順

　
　

5
郭
巨
⑴

　
　
　
　
　

⑵
（
左
側
板
）

で
あ
り
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
目
次
番
号
。
右
側
板

⑴
⑵
⑶
に
つ
い
て
は
、
後
述
。
左
側
板
に
関
し
て
は
、
外
側
〈
左
〉
か

ら
内
側
〈
右
〉
へ
と
捉
え
た
）、
原
谷
、
蔡
順
、
郭
巨
の
三
人
の
孝
子

伝
図
に
お
い
て
は
、
原
谷
に
三
画
面
（
即
ち
、
右
側
板
全
て
）、
ま
た
、

郭
巨
に
二
画
面
を
割
り
当
て
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
以
下
、
本

石
床
の
三
人
の
孝
子
伝
図
の
内
容
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
概
説
を
試

み
た
い
。

図五　女性墓主像のレリーフ（右端）

図六　張洹氏蔵北魏田阿赦石床の内容

原谷（1）郭巨（2）

郭巨（1）

蔡順

牛 レ
リ
ー
フ

男
性
墓
主

馬

原谷（2）

原谷（3）



張
洹
氏
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北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

一
八

　

図
七
は
、
本
石
床
の
右

側
板
の
原
谷
図
⑴
⑵
⑶
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本

図
は
、
担
架
に
老
人
（
祖

父
）
を
載
せ
て
、
親
子

（
祖
父
の
子
と
孫
）
が
担

ぐ
、
⑴
の
特
徴
的
な
図
柄

か
ら
、
原
谷
図
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
、
本
図
の

基
づ
い
た
と
思
し
い
、
両

孝
子
伝
6
原
谷
条
を
示
せ

ば
、
次
の
通
り
で
あ
る）5
（

。

【
陽
明
本
】

楚
人
、
孝
孫
原
谷
者

至
孝
也
。
其
父
不
孝

之
甚
、
乃
〔
祖
父
年

老
〕
厭
患
之
。
使
原

谷
作
輦
〔
扛
〕
祖
父

送
於
山
中
。
原
谷
復

将
轝
還
。
父
大
怒
曰
、

何
故
将
此
凶
物
還
。

答
曰
、
阿
父
後
老
復

棄
之
、
不
能
更
作
也
。

頑（
顔
）父
悔
悞
、
更
往
山
中
、
迎
父
率
還
。
朝
夕
供
養
、
更
為
孝
子
。
此
乃
孝
孫

之
礼
也
。
於
是
閨
門
孝
養
、
上
下
无
怨
也
。

【
船
橋
本
】

孝
孫
原
谷
者
楚
人
也
。
其
父
不
孝
、
常
厭
父
之
不
死
。
時
父
作
輦
入
父
、
与

原
谷
共
担
、
棄
置
山
中
還
家
。
原
谷
走
還
、
賷
来
載
祖
父
輦
。
呵
嘖
云
、
何

故
其
持
来
耶
。
原
谷
答
云
、
人
子
老
父
棄
山
者
也
。
我
父
老
時
、
入
之
将
棄
。

不
能
更
作
。
爰
父
思
惟
之
更
還
、
将
祖
父
帰
家
。
還
為
孝
子
。
惟
孝
孫
原
谷

之
方
便
也
。
挙
世
聞
之
。
善
哉
原
谷
、
救
祖
父
之
命
、
又
救
父
之
二
世
罪
苦
。

可
謂
賢
人
而
已

原
谷
の
物
語
は
、
中
国
に
お
い
て
は
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
が
早
く
に
散
逸
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、
そ
の
物
語
を
見
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
く
（
後
世
の
二
十
四
孝
で

は
、
主
人
公
の
名
前
も
元
覚
と
変
わ
っ
て
し
ま
う
〈
孝
行
録
系
〉）、
纔
か
に
太
平

御
覧
五
一
九
に
、
逸
名
孝
子
伝
の
逸
文
一
条
が
伝
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
も

併
せ
掲
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

孝
子
伝
曰
、
原
穀
者
不
知
何
許
人
、
祖
年
老
、
父
母
厭
患
之
、
意
欲
棄
之
。

穀
年
十
五
、
涕
泣
苦
諫
。
父
母
不
従
、
乃
作
輿
舁
棄
之
。
穀
乃
随
収
輿
帰
。

父
謂
之
曰
、
爾
焉
用
此
凶
具
。
穀
云
、
後
父
老
、
不
能
更
作
得
。
是
以
取
之

耳
。
父
感
悟
愧
懼
、
乃
載
祖
帰
。
侍
養
剋
己
、
自
責
更
成
純
孝
、
穀
為
純
孫

上
掲
三
つ
の
本
文
に
見
る
原
谷
の
物
語
は
、
全
て
同
じ
筋
書
を
持
っ
て
お
り
、
古

代
の
原
谷
物
語
の
姿
を
伝
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
、
本
石
床
の
原
谷
図

（
図
七
）
を
例
え
ば
陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
に
よ
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
⑴

（
左
）
は
、
原
谷
父
子
が
祖
父
を
「
輦
（
轝
）」
に
乗
せ
て
、
山
中
へ
遺
棄
に
向

か
う
場
面
（
右
が
父
、
中
央
が
祖
父
、
左
が
原
谷
）、
⑵
（
中
）
は
、
遺
棄
さ
れ

図七　原谷図
（1） （2） （3）
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一
九

た
祖
父
（
中
央
）、
父
（
左
か
ら
二
人
目
）、
原
谷
（
左
端
。
右
端
に
も
〈
後
述
〉）、

⑶
（
右
）
は
、
肩
車
さ
れ
る
祖
父
（
右
上
）、
父
（
右
下
）、
原
谷
（
左
）
と
比
定

さ
れ
よ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
⑴
は
、
祖
父
を
遺
棄
す
る
往
路
、
⑵
は
、
山
中

に
遺
棄
さ
れ
た
祖
父
、
な
い
し
、
山
中
で
の
出
来
事
、
⑶
は
、
山
中
か
ら
祖
父
を

連
れ
帰
る
還
路
の
情
景
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
新
出
の
本
図
（
図
七
）
は
、
右

側
板
全
て
の
画
面
を
使
っ
た
三
連
図
と
し
て
、
原
谷
図
研
究
に
お
け
る
、
非
常
に

学
術
的
価
値
の
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
以
下
に
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
い
。

　

本
石
床
も
含
め
て
、
管
見
に
入
っ
た
原
谷
図
に
は
、
以
下
の
十
二
図
が
あ
る
。

⑴
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
（
武
梁
祠
二
石
）

⑵
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓

⑶
四
川
楽
山
麻
浩
Ⅰ
区
1
号
崖
墓

⑷
開
封
白
沙
鎮
出
土
後
漢
画
象
石

⑸
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

⑹
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

⑺
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

⑻
洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
北
魏
石
棺

⑼C.T
.Loo

旧
蔵
北
魏
石
床

⑽
洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
北
魏
石
床

⑾
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床

⑿
張
洹
氏
蔵
北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦
石
床

⒀
洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院
蔵
北
魏
永
安
元
年
曹
連
石
棺

⑴
─
⑷
の
四
図
が
後
漢
時
代
の
原
谷
図
で
、
⑸
以
下
の
九
図
が
北
魏
期
の
そ
れ
で

あ
る
。
さ
て
、
原
谷
図
の
見
分
け
方
は
、
左
程
難
し
く
は
な
い
。
画
中
に
、
祖
父

を
山
中
へ
運
ぶ
た
め
の
担
架
（
轝
〈
輦
。
陽
明
本
〉）
が
描
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

北
魏
時
代
の
例
を
、
図
八
に
示
そ
う
。
図
八
は
、

　
　

⑻
洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
北
魏
石
棺
（
右
）

　
　

⑾
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
（
左
）

の
二
つ
の
原
谷
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る）6
（

。
⑻
は
、
原
谷
が
担
架
の
後
ろ
を
、
⑾

は
、
前
を
担
い
で
い
る
が
、
こ
れ
は
、
原
谷
父
子
が
山
中
に
遺
棄
し
た
祖
父
を
家

へ
連
れ
帰
る
場
面
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
⑾
の
右
下
に
、
祖
父
が
描
か
れ
る

こ
と
は
、
後
述
す
る
。
図
八
の
⑻
、
⑾
の
二
図
は
前
掲
、
図
七
の
本
石
床
⑶
に
当

た
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
漢
代
の
原
谷
図
（
⑴
─
⑷
）
は
、

聊
か
図
柄
が
異
な
っ
て
い
る
。
図
九
に
、
⑷
開
封
白
沙
鎮
出
土
後
漢
画
象
石
の
原

谷
図
を
掲
げ
よ
う）（
（

。（
榜
題
右
か
ら
、「
原（
穀
）親

父
」「
孝
孫
原（
穀
）」「

原（
穀
）泰

父
」。

⑴
─
⑶
も
ほ
ぼ
同
じ
図
柄
で
あ
る
）。
こ
れ
は
、
図
八
の
⑻
、
⑾
と
は
、
場
面
が

異
な
り
、
祖
父
を
山
中
に
遺
棄
し
た
後
、
例
え
ば
陽
明
本
に
、

原
谷
復
将
轝
還
。
父
大
怒
曰
、
何
故
将
此
凶
物
還
。
答
曰
、
阿
父
後
老
復
棄

之
、
不
能
更
作
也

な
ど
と
言
う
、
原
谷
が
担
架
（
轝
）
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
で
、
父
と
論
争
に
な
っ

た
場
面
を
描
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
漢
代
か
ら
北
魏
に
掛
け
て
の
原

谷
図
に
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
以
上
の
場
面
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
な
訳
で
、
か

つ
て
拙
著
『
開
封
白
沙
鎮
出
土
後
漢
画
象
石
の
孝
子
伝
図
─
Ｅ
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

1914
に
よ
る
─
』
三
章
に
お
い
て
そ
の
問
題
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る）（
（

。
新
出
の
本

石
床
と
の
関
連
に
お
い
て
今
、
そ
の
こ
と
を
再
検
討
し
よ
う
。
当
時
知
ら
れ
て
い

た
石
床
の
原
谷
図
は
、
二
連
図
を
最
大
と
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、

　
　

⑹�

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
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二
〇

　
　

⑼C.T
.Loo

旧
蔵
北
魏
石
床

の
二
例
で
あ
る
。
図
十
に
⑹）（
（

、
図

十
一
に
⑼
を
示
そ
う）（1
（

（
題
記
左
か

ら
、「
孝
孫
父
不
孝
」、「
孝
孫
轝

還
家
」）。
ま
ず
図
十
⑴
、
図
十
一

⑴
は
、
孝
子
伝
に
明
記
は
さ
れ
な

い
が
、
山
中
に
遺
棄
さ
れ
、
寂
し

そ
う
な
様
子
の
祖
父
を
描
い
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
図
八
、
⑾

の
右
下
に
描
か
れ
て
い
た
人
物
こ

そ
が
、
こ
の
祖
父
に
外
な
ら
ず
、

こ
の
こ
と
は
、
図
八
の
⑾
は
一
見
、

一
図
の
如
く
に
見
え
る
が
、
実
は

一
画
面
の
内
に
、
右
下
の
、
遺
棄

さ
れ
た
祖
父
と
、
左
上
の
、
家
へ

連
れ
帰
る
べ
く
、
担
架
に
乗
せ
ら

れ
た
祖
父
と
の
二
図
を
、
収
め
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の

で
あ
る
。
即
ち
、
図
八
⑾
は
、
図

十
⑴
⑵
と
同
じ
二
場
面
を
、
一
画

面
中
に
描
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
漢
代
の
図
九
、
⑷
の
図
柄

即
ち
、
担
架
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と

図八　⑻、⑾の原谷図

図九　⑷の原谷図

（（）

（11）
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図十　⑹の原谷図

図十一　⑼の原谷図

（1）

（1） （2）

（2）



張
洹
氏
蔵
北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

二
二

で
争
う
父
子
の
図
像
は
、
そ
の
右
端
に
遺
棄
さ
れ
た
祖
父
の
図
も
配
し
て
い
る
か

ら
、
図
十
一
、
⑼
の
⑴
⑵
と
一
致
し
、
換
言
す
れ
ば
、
⑼
（
図
十
一
）
は
、
⑷

（
図
九
）
を
二
図
に
分
け
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
も
見
做
さ
れ
る
。
す
る
と
、
新

出
の
本
石
床
⑵
（
図
七
）
の
図
柄
こ
そ
は
、
祖
父
と
原
谷
父
子
と
の
左
右
が
反
転

し
、
担
架
こ
そ
省
か
れ
て
は
い
る
が
、
漢
代
の
⑷
（
図
九
）
の
図
柄
を
、
一
図
と

し
て
忠
実
に
継
承
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
漢
代
以
降
の
原
谷
図
の
場
合
、
そ
の
場
面
数
は
一
体
、
幾
つ
あ
る

の
か
の
、
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
以
前
、
そ
の
こ
と
を
考
え

て
い
る
時
、
二
〇
〇
五
（
平
成
1（
）
年
の
こ
と
だ
が
、
⑹
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美

術
館
蔵
北
魏
石
床
（
北
魏
正
光
五
年
匡
僧
安
石
床
）
を
実
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
⑹
は
正
光
五
（
五
二
四
）
年
の
も
の
で
、
本
石
床
（
孝
昌
三
〈
五
二
七
〉
年
。

な
お
⒀
の
永
安
元
〈
五
二
八
〉
年
は
、
そ
の
翌
年
に
当
た
っ
て
い
る
）
と
極
め
て

制
作
年
次
の
近
い
、
遺
品
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
⑹
の
右
側

板
が
、

　
　

郭
巨
⑴

　
　

郭
巨
⑵

　
　

郭
巨
⑶

と
い
う
風
に
、
全
て
郭
巨
図
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
こ
れ
が
孝
子

伝
図
石
床
の
研
究
史
に
お
い
て
、
始
め
て
知
ら
れ
る
三
連
図
の
出
現
で
あ
る
。
⑹

の
郭
巨
図
の
例
を
考
え
る
な
ら
、
原
谷
図
に
三
連
図
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

だ
ろ
う
。
石
床
で
は
な
い
が
、
石
棺
の
原
谷
図
に
は
、
そ
の
こ
と
を
強
く
示
唆
す

る
例
が
、
当
時
存
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
⑺
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵

北
魏
石
棺
（
北
魏
王
悦
〈
正
光
五
（
五
二
四
）
年
没
〉
石
棺
か
と
推
定
さ
れ
て
い

図十二　⑺の原谷図
（1） （2） （3）
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二
三

る
）
に
描
か
れ
た
原
谷
図
で
あ
る
。
図
十
二
に
そ
の
⑺
の
原
谷
図
を
掲
げ
よ
う）（（
（

（
榜
題
「
孝
孫
原
穀
」）。
図
十
二
⑺
の
そ
れ
は
、
左
か
ら
⑴
⑵
⑶
と
進
む
、
三
つ

の
場
面
か
ら
成
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
⑴
は
、
遺
棄
さ
れ
た
祖
父
、
⑵

は
、
持
ち
帰
っ
た
担
架
の
こ
と
で
論
争
す
る
父
子
、
⑶
は
、
祖
父
を
そ
の
担
架
に

乗
せ
て
家
へ
連
れ
帰
る
場
面
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
⑺
の
⑴
⑵
は
、
例
え
ば
漢

代
の
⑷
（
図
九
）、
ま
た
⑼
の
⑴
⑵
（
図
十
一
）、
さ
ら
に
本
石
床
の
⑵
（
図
七
。

但
し
、
担
架
は
描
か
れ
て
い
な
い
）
と
一
致
し
、
同
様
に
⑺
の
⑴
⑶
は
、
⑹
の
⑴

⑵
（
図
十
）
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
新
出
⒀
の
原

谷
図
（
図
版
五
参
照
。
榜
題
「
子（
孝
）孫

原
穀
」）、
右
か
ら
祖
父
（
左
向
き
）、
父
、

原
谷
（
共
に
右
向
き
）、
担
架
を
描
い
て
お
り
、
⑺
の
左
か
ら
の
⑴
⑵
を
、
右
か

ら
の
⑴
⑵
と
入
れ
替
え
た
体
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
石
床
の
出
現
以
前
の
原
谷
図
に
は
、
そ
の
二
連
図
は
あ
っ
て
も
（
⑹
、
⑼
）、

確
か
な
三
連
図
が
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
⑹
に
お
け
る
郭

巨
の
三
連
図
の
出
現
や
、
⑺
の
原
谷
図
な
ど
は
、
そ
の
三
連
図
の
存
在
を
、
強
力

に
示
唆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
飽
く
ま
で
理
論
上
の
予
想
に
し
か
過
ぎ

な
か
っ
た
、
待
望
の
原
谷
図
が
、
本
石
床
の
原
谷
図
⑴
⑵
⑶
（
図
七
）
と
し
て
出

現
し
た
こ
と
に
な
る
。

三

　

本
石
床
の
原
谷
図
⑴
⑵
⑶
（
図
七
）
と
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
そ
れ
と

の
研
究
史
的
概
観
は
、
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
一
方
、
本
石
床
の
原
谷
図
⑴
⑵
⑶

は
、
詳
細
に
見
る
と
、
固
有
の
将
来
的
課
題
を
幾
つ
か
孕
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
以

下
、
気
の
付
い
た
範
囲
で
、
そ
の
課
題
の
一
、
二
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

例
え
ば
ま
ず
、
原
谷
図
⑴
⑵
⑶
の
進
行
方
向
の
問
題
が
指
摘
出
来
る
。
図
七
に

お
け
る
⑴
、
⑵
、
⑶
の
進
行
方
向
は
、
左
か
ら
右
へ
と
向
か
っ
て
い
る
が
（
⑶
は
、

祖
父
を
山
中
へ
遺
棄
し
よ
う
と
す
る
場
面
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
悔
い
た
父
が
祖

父
を
家
へ
連
れ
戻
す
シ
ー
ン
で
あ
ろ
う
）、
こ
の
点
は
、
一
般
的
な
石
床
の
孝
子

伝
図
の
進
行
方
向
と
は
合
わ
な
い
。
林
聖
智
氏
に
よ
れ
ば
、
石
床
囲
屛
の
そ
の
方

向
は
、
正
面
の
墓
主
像
（
右
、
男
性
墓
主
。
左
、
女
性
墓
主
）
を
中
心
と
し
て
、

右
の
外
側
か
ら
内
側
（
即
ち
、
中
心
）
へ
、
次
い
で
、
左
の
外
側
か
ら
内
側
へ
向

か
う
も
の
と
さ
れ
る）（1
（

。
ま
た
、
全
体
的
な
そ
の
配
列
順
序
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
の

目
次
の
順
序
に
従
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
本
石
床
の
原
谷
図
⑴
⑵
⑶

は
、
⑶
を
起
点
と
し
て
、
⑵
、
⑴
へ
と
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
右
か
ら
左
へ
進
む
筈
で
あ
る
。
す
る
と
、
本
石
床
の
原
谷
図
は
何
故
、
進

行
方
向
が
逆
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
一

つ
の
仮
説
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
、
本
石
床
全
体
の
孝
子
伝
図
の
配
置
に
関
わ
る
こ

と
ら
し
い
。
前
述
の
通
り
、
本
石
床
の
そ
れ
は
、

　
　

6
原
谷
⑴

　
　
　
　
　

⑵

　
　
　
　
　

⑶
（
右
側
板
、
図
七
）

　
　

11
蔡
順

　
　

5
郭
巨
⑴

　
　
　
　
　

⑵
（
左
側
板
）

と
な
っ
て
い
る
が
（
6
原
谷
図
は
、
左
か
ら
右
へ
と
進
む
。
5
郭
巨
は
、
後
述
）、

そ
の
、
⑹
→
⑸
→
⑾
と
い
う
順
序
に
疑
問
が
あ
り
、
左
側
板
を
右
と
し
て
、
⑸
→
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⑾
、
→
⑹
と
あ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
最
初
は
、
現
行
の
右
側
板
と

左
側
板
と
を
逆
に
し
た
も
の
が
企
図
さ
れ
た
が
、
或
る
時
点
で
、
そ
れ
を
入
れ
替

え
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
⑹
原
谷
は
、
父
（
祖
父
。
共
に
男
性
）
が

孝
の
対
象
で
あ
り
、
男
性
墓
主
に
相ふ
さ
わ応

し
く
、
⑸
郭
巨
、
⑾
蔡
順
は
、
母
が
孝
の

対
象
と
な
っ
て
い
て
、
む
し
ろ
女
性
墓
主
に
相
応
し
い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。

　

本
石
床
の
原
谷
図
⑴
⑵
⑶
の
図
柄
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
通
り
だ
が
、
本
石
床

の
原
谷
図
に
即
し
て
、
な
お
精
細
に
見
て
行
く
と
、
特
に
そ
の
⑵
、
⑶
の
場
合
、

上
記
と
は
ま
た
、
少
し
異
な
っ
た
見
方
も
出
来
る
。
前
述
の
通
り
、
⑵
⑶
に
は
担

架
が
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
点
と
孝
子
伝
本
文
と
の
関
わ
り
は
一
体
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
祖
父
を
連
れ
帰
る
⑶
に
つ
い
て
、
私
は
こ
れ

ま
で
、
担
架
を
用
い
た
も
の
と
考
え
て
い
た
。
⑶
の
場
面
の
基
と
な
っ
た
孝
子
伝

本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
頑（
顔
）父

悔
悞
、
更
往
山
中
、
迎
父
率
還
（
陽
明
本
）

　

・
爰
父
思
惟
之
更
還
、
将
祖
父
帰
家
（
船
橋
本
）

　

・
父
感
悟
愧
懼
、
乃
載
祖
帰
（
逸
名
孝
子
伝
〈
太
平
御
覧
所
引
〉）

陽
明
本
（
船
橋
本
）
に
は
、「
迎
父
率
還
」（「
将
祖
父
帰
家
」）
と
あ
る
の
み
で
、

担
架
（
轝
）
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
。
一
方
、
逸
名
孝
子
伝
を
見
る
と
、「
載

祖
帰
」
と
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
は
、
担
架
に
乗
せ
て
帰
る
意
と
な
り
（
先
賢
伝

〈
令
集
解
賦
役
令
、
孝
子
順
孫
条
書
入
れ
所
引
〉
に
、「
亦
輿
而
帰
」
と
見
え
、

図
十
一
、
⑼
の
⑵
題
記
に
も
、「
孝
孫
父
轝
還
家
」
と
も
見
え
る
）、
図
八
の
⑻
、

⑾
左
上
以
下
と
よ
く
一
致
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
逸
名
孝
子
伝
は
、
父
を
父
母
と

し
、
祖
父
の
遺
棄
場
所
を
記
さ
な
い
な
ど
（
両
孝
子
伝
（「
山
中
」）、
現
存
の
原

谷
図
が
よ
っ
た
も
の
と
は
一
寸
考
え
難
い
。
お
そ
ら
く
陽
明
本
系
の
テ
キ
ス
ト
の

中
に
、
例
え
ば
「
亦
輿
而
帰
」（
先
賢
伝
）
の
よ
う
な
本
文
を
持
つ
も
の
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
、
両
孝
子
伝
の
「
迎
父
率
還
」（
陽
明
本
）、「
将
祖
父

帰
家
」（
船
橋
本
）
も
、
担
架
に
乗
せ
て
帰
っ
た
と
解
釈
出
来
な
く
は
な
い
が
、

問
題
は
、
例
え
ば
図
九
、
⑷
以
下
に
描
か
れ
る
、
原
谷
が
担
架
を
持
ち
帰
っ
た
こ

と
に
関
す
る
、
父
子
の
論
争
が
起
き
た
時
点
と
場
所
で
あ
ろ
う
。
陽
明
本
に
、

「
祖
父
送
於
山
中
。
原
谷
復
将
轝
還
。
父
大
怒
曰
…
…
頑（
顔
）父
悔
悞
、
更
往
山
中
、

迎
父
率
還
」、
船
橋
本
に
「
棄
置
山
中
還
家
。
原
谷
走
還
、
賷
来
載
祖
父
輦
。
呵

嘖
云
…
…
爰
父
思
惟
之
更
還
、
将
祖
父
帰
家
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
谷
は
、

担
架
を
一
旦
、
家
に
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
父
が
怒
り
出
し
た
ら
し
い
。

す
る
と
、
例
え
ば
図
九
、
⑷
の
父
子
の
論
争
が
起
き
た
の
は
、
家
に
お
い
て
と
す

べ
く
、
図
十
一
、
⑼
の
⑵
や
、
図
十
二
、
⑺
の
⑵
な
ど
は
、
便
宜
的
に
背
景
を
山

中
と
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
観
点
か
ら
、
本
石
床
の
⑵
、
⑶
（
図
七
）

を
見
直
し
て
み
る
と
、
ま
ず
そ
の
⑵
の
背
景
が
山
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
⑵
の
左

の
二
人
（
左
か
ら
原
谷
、
父
）
は
、
担
架
を
め
ぐ
る
論
争
を
し
て
い
る
訳
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
ま
ず
そ
の
担
架
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
決
定
的
な
の
は
、
父
の
話
し

掛
け
て
い
る
の
が
、
祖
父
で
あ
る
こ
と
だ
。
す
る
と
、
⑵
の
左
は
、
こ
れ
ま
で
に

例
の
な
い
新
出
の
、
祖
父
を
連
れ
帰
る
べ
く
、
山
中
に
出
向
い
た
父
子
が
、
再
び

祖
父
に
見ま
み

え
て
挨
拶
し
て
い
る
場
面
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
の
場
面
は
、

例
え
ば
陽
明
本
の
、「（
頑（
顔
）父
悔
悞
）
更
往
山
中
、
迎
父
率
還
」
と
記
す
所
と
極
め

て
よ
く
一
致
す
る
。
さ
ら
に
⑶
の
場
面
に
、
⑵
と
同
様
、
担
架
が
描
か
れ
な
い
こ

と
も
重
要
で
（
陽
明
本
に
、
担
架
を
「
凶
物
」〈
逸
名
孝
子
伝
「
凶
具
」〉
と
言
っ

て
い
る
こ
と
が
思
い
併
さ
れ
る
）、
⑶
も
、
陽
明
本
に
沿
っ
た
、
新
出
の
場
面
と

な
る
。
加
う
る
に
、
不
思
議
な
こ
と
だ
が
、
従
来
の
原
谷
図
に
は
、
祖
父
を
山
中
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へ
遺
棄
す
る
場
面
を
描
い
た
も
の
が
な
い
。
す
る
と
、
本
石
床
の
原
谷
図
⑴
、
⑵
、

⑶
は
、
全
て
新
出
の
場
面
と
捉
え
る
べ
く
、
お
そ
ら
く
本
石
床
の
原
谷
図
は
、
こ

れ
ま
で
の
そ
の
研
究
史
を
一
新
す
る
、
極
め
て
学
術
的
価
値
の
高
い
遺
品
と
結
論

さ
れ
る
。

　

本
石
床
の
原
谷
図
は
、
謎
に
富
む
。
例
え
ば
図
七
、
⑵
の
右
端
の
人
物
で
あ
る
。

そ
れ
は
原
谷
ら
し
い
が
、
岩
や
樹
木
が
⑵
を
二
場
面
に
分
け
て
お
り
（
図
十
二
、

⑵
の
原
谷
と
父
の
間
に
も
、
同
様
の
現
象
が
起
き
て
い
る
）、
図
七
、
⑵
の
右
端

の
人
物
は
、
未
知
の
も
う
一
場
面
の
存
在
を
示
唆
す
る
如
く
で
あ
る
。
今
後
の
検

討
を
俟
つ
べ
き
一
例
で
あ
る
。

四

　

本
石
床
左
側
板
に
は
、
左
か
ら
、
11
蔡
順
、
5
郭
巨
⑴
、
⑵
の
三
図
が
描
か
れ

て
い
る
。
図
十
三
に
示
す
の
は
、
本
石
床
の
蔡
順
図
で
あ
る
。
管
見
に
入
っ
た
蔡

順
図
に
は
、
本
石
床
の
そ
れ
を
も
含
め
、
以
下
の
九
遺
品
が
あ
る
。

　
　

⑴
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

　
　

⑵
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床

　
　

⑶C.T
.Loo

旧
蔵
北
魏
石
床

　
　

⑷
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画

　
　

⑸
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

　
　

⑹
呉
氏
蔵
北
魏
石
床

　
　

⑺
襄
陽
清
水
溝
M1
南
朝
墓
画
象
甎

　
　

⑻
張
洹
氏
蔵
北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦
石
床

　
　

⑼
洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院
蔵
北
魏
永
安
元
年
曹
連
石
棺

　

後
漢
の
蔡
順
は
、
特
異
な
人
物
で
、
孝
子
伝
及
び
孝
子
伝
図
の
扱
い
に
は
、
聊

か
注
意
を
要
す
る
。
例
え
ば
蔡
順
の
説
話
を
、
テ
キ
ス
ト
面
か
ら
整
理
し
て
み
る

と
、

　
　
ａ
嘗
吐
譚

　
　

ｂ
分
椹
譚

　
　
ｃ
助
虎
譚

　
　

ｄ
飛
火
譚

図十三　蔡順図



張
洹
氏
蔵
北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

二
六

　
　
ｅ
畏
雷
譚

　
　

ｆ
噬
指
譚

　
　
ｇ
桔
毯
譚

な
ど
と
い
っ
た
、
七
つ
の
物
語
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
話
材
の
豊
か
さ

は
、
ど
う
や
ら
過
礼
と
称
さ
れ
る
漢
末
風
俗
を
背
景
と
す
る
、
本
人
の
生
き
方
が

あ
っ
た
よ
う
だ
が）（1
（

、
例
え
ば
両
孝
子
伝
に
お
い
て
も
、
蔡
順
は
、
八
つ
も
の
話
材

を
収
め
る
36
曾
参
な
ど
と
共
に
、
そ
の
成
立
法
が
注
目
さ
れ
る
孝
子
と
な
っ
て
い

る
。
但
し
、
両
孝
子
伝
に
お
け
る
蔡
順
条
は
、
完
全
な
も
の
で
は
な
い
ら
し
く
、

現
行
本
に
収
め
ら
れ
る
の
は
、
上
記
に
お
け
る
、
ａ
、
ｂ
、
ｃ
の
纔
か
三
条
分
に

過
ぎ
ず
、
ｄ
─
ｇ
四
箇
条
は
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
孝

子
伝
図
と
し
て
の
蔡
順
図
を
概
観
す
る
と
、
⑴
、
⑵
、
⑷
、
⑸
の
四
遺
品
は
、
ｄ

飛
火
譚
を
描
き
（
後
漢
書
三
十
九
〈
ｄ
、
ｅ
、
ｆ
三
譚
が
収
め
ら
れ
る
〉、
類
林

雑
説
一
・
二
「
蔡
順
」、
敦
煌
本
事
森
〈
共
に
ａ
、
ｂ
、
ｄ
、
ｅ
の
四
譚
を
収
め

る
〉
以
下
に
話
が
残
る
）、
⑹
、
⑺
（
右
半
）
の
二
遺
品
は
、
ｃ
助
虎
譚
を
描
く）（1
（

（
両
孝
子
伝
に
基
づ
く
）。
さ
て
、
本
石
床
は
、
上
記
ｅ
畏
雷
譚
を
描
い
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
ｅ
畏
雷
譚
は
、
ｄ
飛
火
譚
同
様
、
両
孝
子
伝
に
は
記
載
が
見
え

ず
、
古
孝
子
伝
を
引
い
た
と
思
し
い
、
類
林
雑
説
、
敦
煌
本
事
森
の
本
文
を
示
せ

ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
後
漢
書
を
添
え
た
）。

類
林
雑
説

母ｅ
生
時
畏
雷
。
及
葬
後
、
毎
有
雷
雨
、
馳
走
繞
墳
大
叫
、
順
在
此
、
順
在
此
。

太
守
聞
之
、
毎
有
雷
、
即
給
順
車
馬
往
墓
。
後
漢
人
。

敦
煌
本
事
森

順ｅ
母
生
時
怕
雷
。
毎
至
大
震
雷
電
、
順
便
走
繞
墳
、
大
哭
曰
、
順
在
此
、
願

嬢
莫
驚
。
太
守
聞
之
、
若
遇
天
雷
、
給
順
車
馬
、
令
往
墓
所
。
太
守
韓
置（

崇
）用

順
為
南
閤
祭
酒
。
出
後
漢
書
。

後
漢
書

母ｅ
平
生
畏
雷
。
自
亡
後
、
毎
有
雷
震
、
順
輒
圜
冢
泣
曰
、
順
在
此
。
崇
聞
之
、

毎
雷
輒
為
差
車
馬
到
墓
所

ま
た
、
古
孝
子
伝
の
源
泉
の
一
、
魏
、
周
斐
撰
の
汝
南
先
賢
伝
の
本
文
を
示
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
（
重
較
説
郛
五
十
八
所
引
。（　

）
幼
学
指
南
鈔
二
所
引
）

蔡
順
母
平
生
畏
雷
。
自
亡
後
、
毎
有
雷
震
、
順
輒
登（
環
　
冢
）塚泣

曰
、
順
在
此

一
方
、
孝
子
伝
図
の
蔡
順
図
に
目
を
転
じ
る
と
、
本
石
床
と
⑼
と
を
除
く
七
遺
品

の
六
つ
が
、
ｃ
助
虎
譚
、
ｄ
飛
火
譚
を
題
材
と
す
る
も
の
で
（
⑺
左
半
を
除
く
）、

ｅ
畏
雷
譚
を
題
材
と
す
る
本
石
床
及
び
、
⑼
の
出
現
は
、
非
常
に
珍
し
く
、
こ
れ

で
管
見
に
入
っ
た
遺
品
は
、
⑶C

.T
.Loo

旧
蔵
北
魏
石
床
（
左
側
板
中
）、
⑺
襄

陽
清
水
溝
M1
南
朝
墓
画
象
甎
、
⑼
洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院
蔵
北
魏
永
安
元
年
曹

連
石
棺
の
四
例
と
な
る
。
図
十
四
に
、
そ
の
⑶
の
蔡
順
図）（1
（

（
榜
題
「
孝
子
蔡
順
」）、

図
十
五
に
、
⑺
の
蔡
順
図
を
掲
げ
た）（1
（

。
⑼
の
そ
れ
は
、
巻
頭
図
版
六
を
参
照
さ
れ

た
い
（
榜
題
「
孝
子
蔡
順
」）。
ま
ず
本
石
床
の
そ
れ
か
ら
見
て
行
く
と
（
図
十

三
）、
右
上
に
、
廬ろ

（
服
喪
の
た
め
の
仮
小
屋
。
廬ろ
　
え
い塋

）
右
下
に
、
墓
に
詣
る
参

順
（
両
手
で
供
物
を
捧
げ
る
か
）、
左
に
、
冢ち
よ
う（
土
を
盛
っ
た
墓
）
が
描
か
れ

（
銀
杏
が
生
え
て
い
る
）、
そ
の
冢
は
、
墓
域
を
示
す
塀
に
囲
わ
れ
て
い
て
、
正

面
の
左
右
に
立
て
ら
れ
た
二
本
の
角
柱
は
、
華
表
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
と
は

別
途
、
廬
の
左
に
、
膝
立
ち
で
廬
を
出
、
右
手
を
高
く
上
げ
て
、
左
上
を
見
上
げ

な
が
ら
叫
ぶ
、
も
う
一
人
の
蔡
順
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
と
て
も
珍
し
い
。
上

部
右
上
、
左
上
に
描
か
れ
る
の
が
二
人
の
雷
神
で
あ
り
、
蔡
順
は
、「
順
在
此
」
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二
七

と
叫
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
図
が
墓

を
守
る
、
平
常
の
蔡
順
及

び
、
急
に
雷
が
鳴
っ
た
時
、

廬
か
ら
飛
び
出
し
て
冢
を

走
り
回
り
、
亡
母
を
安
心

さ
せ
よ
う
と
す
る
蔡
順
と

い
う
、
二
図
を
一
図
に
併

せ
た
所
謂
、
異
時
同
図
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
を
さ
ら
に
顕
著
に
示

す
の
が
、
図
十
五
、
⑺
の
蔡
順
図
で
、
当
図
は
右
か
ら
、
拱
手
し
て
跪
く
蔡
順

（
左
向
き
）、
そ
れ
に
対
す
る
、
口
を
開
け
た
虎
、
冢
、
雷
神
（
右
向
き
）
が
描

か
れ
、
当
図
も
、
冢
を
中
心
と
す
る
、
右
半
に
ｃ
助
虎
譚
（
母
の
墓
を
守
る
蔡
順

が
、
喉
に
骨
を
詰
ま
ら
せ
た
虎
を
助
け
る
話
）、
左
半
に
本
石
床
と
同
じ
、
ｅ
畏

雷
譚
を
配
し
た
、
謂
わ
ば
異
時
同
図
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
図
十
四
、
⑶

の
蔡
順
図
は
、
右
に
、
廬
中
に
拱
手
、
跪
坐
し
て
冢
に
対
す
る
蔡
順
、
左
に
、
周

囲
を
塀
に
囲
ま
れ
た
母
の
冢
、
左
上
に
一
人
の
雷
神
（
右
向
き
）
を
描
い
て
お
り
、

そ
れ
は
、
恰
も
本
石
床
に
お
け
る
、
廬
か
ら
飛
び
出
し
た
蔡
順
（
及
び
、
左
上
の

雷
神
）
を
省
い
た
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
非
常
に
興
味
深
く
、
や
は
り
蔡
順

図
の
粉
本
と
し
て
複
数
の
画
面
、
画
材
を
持
つ
も
の
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る

点
、
本
石
床
の
蔡
順
図
は
、
今
後
の
研
究
課
題
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

疑
い
な
い
。
図
版
六
、
⑼
の
蔡
順
図
も
同
様
で
、
右
に
、
拱
手
、
跪
坐
し
て
冢
に

対
す
る
蔡
順
、
塀
に
囲
ま
れ

た
冢
を
配
し
て
い
る
。
図
版

六
、
左
の
鬼
神
は
、
雷
神
と

見
て
お
き
た
い
（
但
し
、
太

鼓
の
付
い
た
輪
は
見
当
た
ら

な
い
）。

　

最
後
に
紹
介
す
る
の
が
、

本
石
床
左
側
板
中
、
右
に
描

か
れ
た
郭
巨
図
⑴
⑵
で
あ
る
。
図
十
六
に
、
そ
れ
を
掲
げ
る
。
郭
巨
図
の
基
づ
い

た
両
孝
子
伝
及
び
、
逸
文
の
残
る
宋
躬
孝
子
伝
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で

あ
る
（
宋
躬
孝
子
伝
の
本
文
は
、
初
学
記
二
十
七
〈
太
平
御
覧
八
一
一
〉
に
よ
る
）。

陽
明
本

図十四　⑶の蔡順図

図十五　⑺の蔡順図（左半）
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い
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（
黒
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彰
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二
八

郭②
巨
者家
貧
養
母、

河
内
人
也
。
時
年
荒
。
夫
妻
昼
夜
懃
作
、
以
供
養
母
。
其
婦
忽
然

生
一
男
子
。
便
共
議
言
、
今
養
此
児
、
則
廃
母
供
事
。
仍④
掘（
堀
）地
埋
之
。
忽
得

金
一
釜
。
々
上
題
云
、
黄
金
一
釜
、
天
賜
郭
巨
。
於⑥
是
遂
致
富
貴
、
転
孝

蒸
々
。
賛
曰
、
孝
子
郭
巨
、
純
孝
至
真
。
夫
妻
同
心
、
殺
子
養
親
。
天
賜
黄

金
、
遂
感
明
神
。
善
哉
孝
子
、
富
貴
栄
身
。

船
橋
本

郭②
巨
者
、
河
内
人
也
。
父
無
母
存
。
供
養
懃
々
。
於
年
不
登
、
而
人
庶
飢
困
。

爰
婦
生
一
男
。
巨
云
、
若
養
之
者
、
恐
有
老
養
之
妨
。
使③
母
抱
児
、
共
行
山

中
、④
掘（
堀
）地

将
埋
児
。
底
金
一
釜
、
々
上
題
云
、
黄
金
一
釜
、
天
賜
孝
子
郭
巨
。

於
是
因
児
獲
金
、
不
埋
其
児
。
忽⑥
然
得
富
貴
、
養
母
又
不
乏
。
天
下
聞
之
、

倶
誉
孝
道
之
至
也
。

宋
躬
孝
子
伝

宋
躬
孝
子
伝
云
、
郭②
巨
、
河
内
温
人
也
。
妻
生
男
。
謀
曰
、
養
子
則
不
得
営

業
、
妨
於
供
養
。
当
殺
而
埋
焉
。
鍤④
入
地
、
有
黄
金
一
釜
、
上
有
鉄
券
曰
、

黄
金
一
釜
、
賜
孝
子
郭
巨

　

郭
巨
図
は
、
北
魏
時
代
に
と
て
も
人
気
の
高
か
っ
た
図
像
で
、
管
見
に
入
っ
た

郭
巨
図
は
、
本
石
床
な
ど
を
含
め
、
二
十
三
例
の
多
き
に
及
ぶ
。
今
、
そ
れ
ら
の

遺
品
を
一
覧
と
し
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
場
面
数
を
仮
に
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
で
表
記
し
た
。
例
え
ば
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
、
三
つ
の
場
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

表
わ
す
）。

　
　

⑴
江
蘇
徐
州
仏
山
画
象
石
墓

　
　

⑵
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

図十六　郭巨図
（1A） （1B） （2）
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二
九

　
　

⑷
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

⑸
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

⑹C.T
.Loo

旧
蔵
北
魏
石
床
Ａ
Ｂ

　
　

⑺
洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
北
魏
石
床

　
　

⑻
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床

　
　

⑼
鄧
県
彩
色
画
象
甎

　
　

⑽
襄
陽
賈
家
衝
画
象
甎
墓

　
　

⑾
陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶

　
　

⑿
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
Ａ
Ｂ

　
　

⒀
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
（
郭
巨
石
脚
）
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

　
　

⒁
呉
氏
蔵
翟
門
生
石
床
Ａ
Ｂ

　
　

⒂
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

　
　

⒃
安
陽
固
岸
東
魏
石
床
Ａ
Ｂ

　
　

⒄
襄
陽
清
水
溝
M1
南
朝
墓
画
象
甎

　
　

⒅
襄
陽
柿
庄
M15
南
朝
墓
画
象
甎

　
　

⒆
呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床
（
臨
深
石
床
）
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　

⒇
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
脚
部
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

　
　

㉑
張
洹
氏
蔵
北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦
石
床
Ａ
Ｂ

　
　

㉒
張
洹
氏
蔵
北
魏
石
床
（
本
誌
別
稿
参
照
）

　
　

㉓
洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院
蔵
北
魏
永
安
元
年
曹
連
石
棺

　

本
石
床
の
郭
巨
図
（
図
十
六
）
は
一
見
、
⑴
⑵
の
二
図
の
如
く
に
見
え
る
が
、

実
は
⑴
（
図
十
六
左
）
の
中
央
に
一
本
の
銀
杏
が
あ
っ
て
、
⑴
を
二
図
に
分
か
っ

て
い
る
の
で
、
本
図
は
、
三
図
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
今
仮
に
そ
れ
ら
を
1A
、
1B
、
2
と
し
て
括
弧
を
付
し
た
）。
ま
ず
1A
に
描

か
れ
る
の
は
、
左
か
ら
、
摘す
き

を
持
つ
郭
巨
、
そ
の
妻
が
向
き
合
っ
て
立
ち
、
そ
の

間
に
掘
り
出
さ
れ
た
黄
金
の
釜
、
左
向
き
に
坐
る
子
供
と
な
っ
て
い
る
。
1A
は
後

述
、
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
で
あ
る
。
次
い
で
、
1B
は
、
黄
金
の
釜
を
持
つ
妻
、

子
供
を
抱
い
た
郭
巨
の
二
人
が
、
右
に
進
む
情
景
を
描
き
、
1B
は
、
黄
金
の
釜
と

子
供
と
を
家
へ
持
ち
帰
る
、
運
搬
の
場
面
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
2
は
、
立
っ
て

い
る
妻
と
郭
巨
（
共
に
右
向
き
。
妻
は
左
へ
振
り
返
る
）
及
び
、
屋
内
に
坐
す
子

供
と
母
親
（
共
に
左
向
き
。
前
に
黄
金
の
釜
が
置
か
れ
る
か
）
を
描
く
、
大
団
円

の
供
養
の
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
因
み
に
、
こ
れ
も
新
出
の
㉓
（
図
版
八
。
榜
題

「
孝
子
郭
巨
」）
は
、
右
か
ら
跪
坐
す
る
郭
巨
（
左
向
き
）、
黄
金
の
釜
、
母
、
子

（
共
に
右
向
き
）
を
描
き
、
⑥
供
養
（
大
団
円
1
）
に
当
た
る
も
の
だ
が
、
母
が

男
性
（
冠
を
被
る
）
に
描
か
れ
る
の
は
、
誤
刻
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
本
石
床
の
如

く
穴
掘
り
、
運
搬
、
供
養
（
大
団
円
）
の
三
場
面
か
ら
構
成
さ
れ
る
郭
巨
図
は
、

北
魏
時
代
の
典
型
的
な
も
の
と
思
わ
れ
、
例
え
ば
上
掲
⑷
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美

術
館
蔵
北
魏
石
床
や
、
⑸
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
な
ど
の

郭
巨
図
が
、
本
石
床
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
、
三
場
面
構
成
を
取
っ
て
い
る
。
図
十

七
に
⑷
の）（1
（

、
図
十
八
に
⑸
の
郭
巨
図
を
掲
げ
て
お
く）（1
（

（
榜
題
「
子
郭
巨
」）。
細
か

い
説
明
は
、
省
略
に
従
う
が
、

　
　

図
十
六
1A
─
─
図
十
七
⑴
─
─
図
十
八
⑴

　
　
　
　
　

1B
─
─　
　
　

⑵
─
─　
　
　

⑵

　
　
　
　
　

2
─
─　
　
　

⑶
─
─　
　
　

⑶

の
如
く
、
郭
巨
図
に
お
け
る
三
図
の
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
、
容
易
に
看
て
取
れ

よ
う
。
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図十八　⑸の郭巨図

図十七　⑷の郭巨図
（3） （2） （1）

（1） （2） （3）
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三
一

　

郭
巨
図
の
研
究
は
近
時
、
目
を
瞠
る
展
開
を
遂
げ
た
。
一
つ
は
、
呉
氏
蔵
郭
巨

石
脚
の
出
現
で
、
そ
の
場
面
数
が
飛
躍
的
に
増
え
、
郭
巨
図
の
テ
キ
ス
ト
も
両
孝

子
伝
（
宋
躬
孝
子
伝
）
の
範
囲
に
は
留
ま
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た）11
（

。

そ
れ
を
確
定
的
と
し
た
の
が
、
も
う
一
つ
の
、
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
郭
巨
董
黯
石

脚
の
出
現
で
、
当
図
は
、
物
語
に
関
わ
る
詳
細
な
題
記
を
伴
う
な
ど
、
そ
の
大
団

円
の
あ
り
方
や
テ
キ
ス
ト
、
図
像
の
細
部
を
照
ら
し
出
す
こ
と
を
始
め
、
郭
巨
図

研
究
の
輪
郭
を
も
、
大
き
く
変
え
る
に
到
っ
て
い
る）1（
（

。
こ
こ
で
は
、
本
図
（
図
十

六
）
を
め
ぐ
る
、
そ
の
成
果
を
摘
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
上
掲
、
郭
巨
図
に
つ

い
て
は
、
次
の
①
─
⑧
八
つ
の
場
面
の
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。

①
分
財

②�

供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

③
道
行

④
穴
掘
り
、
黄
金

⑤
運
搬

⑥
供
養
（
大
団
円
1
）

⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
2
）

⑧
丑
祠

本
石
床
や
、
⑷
、
⑸
の
郭
巨
図
は
、
そ
の
内
の
④
、
⑤
、
⑥
の
場
面
を
描
い
た
も

の
と
な
る
。
そ
し
て
、
①
─
⑧
の
場
面
を
持
つ
遺
品
を
、
下
段
に
示
し
た
の
が
表

一
、
郭
巨
図
場
面
一
覧
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
々
の
遺
品
が
ど
の
場
面
を
持
つ
か

を
、
次
頁
上
段
に
示
し
た
の
が
表
二
で
あ
る
（
但
し
、
表
一
、
表
二
共
に
、
本
石

床
〈
及
び
、
張
洹
氏
の
も
う
一
つ
の
石
床
㉒
〉
ま
た
、
㉓
を
含
ま
な
い
。
従
っ
て
、

本
石
床
は
、
表
一
の
④
、
⑤
、
⑥
に
21A
、
21B
、
21C
と
し
て
加
わ
り
、
表
二
に
、
㉑

④
⑤
⑥
と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
本
誌
別
稿
で
紹
介
す
る
、
同
じ
く
張

洹
氏
蔵
に
掛
る
そ
れ
は
、
表
一
の
②
に
22
と
し
て
、
表
二
に
、
㉒
②
と
し
て
加
わ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
㉓
は
、
表
一
の
⑹
に
23A
、
表
二
に
、
㉓
⑥
と
し
て

加
わ
る
筈
の
も
の
で
あ
る
）。
④
⑤
⑥
の
三
図
か
ら
成
る
本
石
床
の
郭
巨
図
は
、

表
二
を
見
る
と
、
遺
品
⑷
、
⑸
（
図
十
七
、
図
十
八
）
と
の
み
一
致
す
る
場
面
構

表
一　

郭
巨
図
場
面
一
覧

場　

面

遺　
　

品
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）

①
分
財

13A

②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

2A�

（13A）�

14A�

20A

③
道
行

2B�

13C�

20B

④
穴
掘
り
、
黄
金

1�

2C�

4A�

5A�

6A�

（�

（�

10�

12A�

13B�

14B�

15�

16A�

1（�

1（�

20C

⑤
運
搬

2B�

4B�

5B�

13D*�

1（A*

⑥
供
養
（
大
団
円
1
）

3�

4C�

5C*�

6B*�

（*�

11�

12B*�

13E*�

16B*�

1（B

⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
2
）

13F*�

1（C*�

20D

⑧
丑
祠

16B＊
黄
金
な
し
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三
二

成
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
制
作
年
代
も
近
い
三
遺
品
が
、
か
く
酷
似

し
た
図
柄
を
持
つ
こ
と
は
、
非
常
に
興
味
深
い
問
題
で
、
共
通
の
粉
本
の
存
在
を

強
く
示
唆
し
て
い
る
が
、
特
に
本
石
床
と
⑷
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏

石
床
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
、
本
石
床
の
左
右
の
側
板
が
元
は

入
れ
替
わ
っ
て
い
た
と
い
う
仮
説
に
従
う
と
（
但
し
、
郭
巨
図
1A
→
1B
→
2
の
進

行
順
序
は
、
現
行
の
そ
れ
で
合
っ
て
お
り
、
逆
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
入
れ
替
え

ら
れ
た
後
に
描
か
れ
た
か
）、
本
石
床
と
⑷
と
は
、
共
に
右
側
板
に
郭
巨
図
三
図
、

左
側
板
に
原
谷
図
三
図
（
⑷
二
図
）
と
い
う
、
珍
し
い
三
（
二
）
連
図
を
共
有
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
、
⑸
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石

棺
で
は
、
右
幫
の
頭
側
か
ら
、

　
　

（
1
舜
→
）
5
郭
巨
→
6
原
谷

と
い
う
各
三
連
図
が
続
く
形
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
三
者
の
関
係
、
特
に
本

石
床
の
孝
子
伝
図
と
⑷
の
そ
れ
と
の
関

係
を
め
ぐ
っ
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す

べ
く
、
参
考
と
し
て
図
十
九
に
、
⑷
の

内
容
を
示
す
概
念
図
を
掲
げ
て
お
く
。

　

な
お
図
版
七
の
韓
伯
瑜
図
に
つ
い
て

は
以
前
、
同
図
に
お
け
る
近
時
の
研
究

状
況
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
り
（
注

（
14
）
前
掲
拙
稿
参
照
）、
こ
こ
で
の

詳
細
は
省
く
が
（
榜
題
「
孝
子
韓
伯

余（
瑜
）」）、
画
面
右
に
、
右
を
向
い
て
合
掌

図十九　⑷和泉市久保惣記念美術館蔵北魏石床の内容

6 原谷Ｂ

6原谷Ａ

4伯瑜

5郭巨Ｂ

5郭巨Ｃ

5郭巨Ａ

13
老
萊
子

（
侍
者
）

（
墓
主
女
）

（
墓
主
男
）

（
侍
者
）

9
丁
蘭

遺
品

場　

面

表二　郭巨図遺品の場面一覧

⑴

④

⑵

②
③
④
⑤

⑶

⑥

⑷

④
⑤
⑥

⑸

④
⑤
⑥

⑹

④
⑥

⑺

⑥

⑻

④

⑼

④

⑽

④

⑾

⑥

⑿

④
⑥

⒀

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

⒁

②
④

⒂

④

⒃

④
⑥
⑧

⒄

④

⒅

④

⒆

⑤
⑥
⑦

⒇

②
③
④
⑦
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三
三

し
、
下
半
身
を
曝
し
振
り
返
る
韓
伯
瑜
、
画
面
左
に
、
右
を
向
い
て
杖
を
右
肩
に

当
て
て
立
つ
母
を
描
く
構
図
は
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
（
正
光
五

〈
五
二
四
〉
年
の
元
謐
石
棺
で
あ
る
）
の
右
幫
の
韓
伯
瑜
図
な
ど
に
酷
似
し
て
お

り
（
題
記
「
韓
伯
余（
瑜
）母

与
丈
和
弱
」）、
目
下
知
ら
れ
る
同
図
に
お
け
る
、
十
二
番

目
の
遺
品
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

〔
注
〕

（
1
）�拙
稿
「
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
に
つ
い
て
─
付�

張
洹
氏
蔵
北
魏
石
床
二
種
─
」（『
佛

教
大
学
文
学
部
論
集
』
104
、
令
和
2
〈
二
〇
二
〇
〉
年
3
月
）

（
2
）�巻
頭
折
込
の
図
版
一
─
四
は
、
張
洹
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
（
以
下
も
同
じ
）。

ま
た
、
図
版
五
─
八
は
、
洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院
提
供
の
原
石
写
真
に
拠
る

（
立
松
洋
行
氏
撮
影
）。

（
3
）�図
一
は
、
張
洹
氏
提
供
の
写
真
に
拠
る
（
以
下
も
同
じ
）。

（
4
）�林
聖
智
氏
「
北
朝
時
代
に
お
け
る
葬
具
の
図
像
と
機
能
─
石
棺
床
囲
屛
の
墓
主
肖

像
と
孝
子
伝
図
を
例
と
し
て
─
」（『
美
術
史
』
154
〈
52
・
2
〉、
平
成
15
〈
二
〇

〇
三
〉
年
3
月
）
参
照
。
ま
た
、
林
聖
智
説
と
孝
子
伝
図
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

拙
著
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
成
1（
〈
二
〇
〇
七
〉
年
）
Ⅰ
二
3

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）�両
孝
子
伝
の
本
文
は
、
幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院
、
平
成
15
〈
二

〇
〇
三
〉
年
）
に
よ
る
。
後
述
逸
名
孝
子
伝
の
他
、
自
余
の
原
谷
関
連
テ
キ
ス
ト

に
つ
い
て
は
、
注
（
（
）
後
掲
拙
著
三
章
及
び
、
そ
の
注
⑭
⑯
⑰
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
6
）�図
八
右
は
、
中
国
画
象
石
全
集
（
石
刻
線
画
（
中
国
美
術
分
類
全
集
、
河
南
美
術

出
版
社
、
山
東
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
図
版
六
二
、
図
八
左
は
、
長
廣
敏

雄
氏
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、
昭
和
44
〈
一
九
六
九
〉
年
）

図
版
46
に
拠
る
。

（
（
）�図
九
は
、
Ｅ
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
に
よ
る
、M

ission�archéologique�dans�la�
Chine�septentrionale,�T

om
e�I,�Prem

iére,�La�sculpture�a�l'époque�des�

H
an�(Paris,�1（13)

のPLA
N
CH
E�V

に
拠
る
。

（
（
）�拙
著
『
開
封
白
沙
鎮
出
土
後
漢
画
象
石
の
孝
子
伝
図
─
Ｅ
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ1（14

に
よ
る
─
』（
海
外
の
幼
学
研
究
（
、
幼
学
の
会
、
平
成
2（
〈
二
〇
一
五
〉
年
）

（
（
）�図
十
は
、『
北
魏
棺
床
の
研
究�

石
造
人
物
神
獣
図
棺
床
研
究
』（
和
泉
市
久
保
惣

記
念
美
術
館
、
平
成
1（
〈
二
〇
〇
六
〉
年
）
図
15
、
図
16
に
拠
る
。
な
お
当
石
床

の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
は
、
同
書
に
収
め
る
拙
稿
「
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館

蔵
北
魏
石
床
攷
」（
注
（
4
）
前
掲
拙
著
Ⅰ
二
5
に
再
録
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）�図
11
は
、C.T

.Loo�&
�Co.A

n�Exhibition�of�Chinese�Stone�Sculptures�
(N
ew
�Y
ork,�1（40)�Plates�X

X
X
II�(Catalogue�N

o.36)

に
拠
る
。
な
お
当
石

床
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
現
蔵
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

（
11
）�図
十
二
は
、
奥
村
伊
久
良
氏
「
孝
子
伝
石
棺
の
刻
画
」（『
瓜
茄
』
4
、
昭
和
12

〈
一
九
三
七
〉
年
5
月
。
同
氏
『
古
拙
愁
眉 

支
那
美
術
史
の
諸
相
』〈
み
す
ず
書

房
、
昭
和
5（
（
一
九
八
二
）
年
〉
に
再
録
）
図
一
に
拠
る
。

（
12
）�林
聖
智
氏
注
（
4
）
前
掲
論
文
。

（
13
）�拙
稿
「
陽
明
本
孝
子
伝
の
成
立
」（『
京
都
語
文
』
14
、
平
成
1（
〈
二
〇
〇
七
〉
年

11
月
）
六
章
参
照
。

（
14
）�拙
稿
「
蔡
順
、
丁
蘭
、
韓
伯
瑜
図
攷
─
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
連
れ
の
一

面
の
出
現
─
」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
101
、
平
成
2（
〈
二
〇
一
七
〉
年
3
月
）

参
照
。

（
15
）�図
十
四
は
、
注
（
10
）
前
掲
書plates�X

X
X

（Catalogue�N
o.36

）
に
拠
る
。

（
16
）�図
十
五
は
、『
天
国
之
享�

襄
陽
南
朝
画
像
甎
芸
術
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
六

年
）
歴
史
故
事
145
頁
に
拠
る
。

（
1（
）�な
お
董
黯
図
の
内
に
、
蔡
順
の
ｃ
助
虎
譚
、
ｅ
畏
雷
譚
に
由
来
す
る
図
柄
の
見
え

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｂ
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大

学
文
学
部
論
集
』
102
、
平
成
31
〈
二
〇
一
九
〉
年
3
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1（
）�図
十
七
は
、
注
（
（
）
前
掲
書
、
図
12
、
図
13
、
図
14
に
拠
る
。

（
1（
）�図
十
八
は
、
奥
村
氏
注
（
11
）
前
掲
論
文
、
図
一
に
拠
る
。

（
20
）�拙
稿
「
郭
巨
図
攷
─
呉
強
華
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
─
」

（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
（（
、
平
成
26
〈
二
〇
一
四
〉
年
3
月
）
参
照
。

（
21
）�拙
稿
「
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
の
郭
巨
董
黯
石
脚
─
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
と
の
関
連



張
洹
氏
蔵
北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

三
四

─
」（『
京
都
語
文
』
26
、
平
成
30
〈
二
〇
一
八
〉
年
11
月
）
参
照
。
ま
た
、
拙
稿

「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
翟
門
生
石
床
に
つ
い
て
─
翟
門
生
石
床
の
孝
子
伝
図

─
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
101
、
平
成
2（
〈
二
〇
一
七
〉
年
3
月
）
に
お
い

て
、
最
近
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
上
記
⑽
以
下
の
郭
巨
図
の
図
版
を
収
め
た
の
で
、

参
照
さ
れ
た
い
。

〔
付
記
〕

　

上
海
の
張
洹
氏
は
二
年
前
、
貴
重
な
所
蔵
石
床
の
調
査
を
許
可
ま
た
、
私
の
勧
め
に

従
い
そ
の
拓
本
を
採
っ
て
下
さ
っ
た
。
張
洹
氏
の
学
恩
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
た
い
。
さ
ら
に
私
を
張
洹
氏
に
紹
介
の
上
、
上
海
ま
で
同
行
下
さ
っ
た
呉
強
華
氏
に

も
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
貴
重
な
所
蔵
品
の
調
査
、
撮
影
を
お
許
し
下

さ
っ
た
、
洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院
、
史
家
珍
院
長
に
対
し
、
深
謝
申
し
上
げ
た
い

（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
、
趙
超
教
授
が
紹
介
の
労
を
執
っ
て
下
さ
っ
た
）。

な
お
小
稿
は
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
に
よ
る
北
朝
文
化
研
究
事
業
の
一
環
で
あ
る
。

（
く
ろ
だ　

あ
き
ら　

日
本
文
学
科
）

二
〇
二
一
年
十
一
月
十
五
日
受
理


